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IReadingLolitainTehranを読んで

松田雅子*

ThePowerofNarrativeofReadingLolitainTehrat2byAzarNafisi

MasakoMATSUDA

Abstract:ReadingLolitainTehranbyAzarNaflSihasbeenenthusiasticallyreceivedinAmericaandgot

anintemationalrecognitionbecauseitvividlydescribesanlranianwoman'sauthenticexperiencesunder

theIranIslamicRevolutionanditsnewreglmefrom 1979to1997.Withherstudents,Nafisi,a

professorofAmericanandEnglishliterature,triestoescapefromcruelrealityinTehrantotheworldof

Westemliterature.SheinterpretsthemeanlngOfthereallifeuslngLolita,TheGreatGatsby,Prideand

Prejudiceandothernovels.

Nafisi'snarrativeissopowerfulandgrlPPlngthatthereaderswouldempathizewiththeauthorand

makeuptheimagesofIranasanoppressiveandtotalitariancountryandAmericaasafreestateJustaS

sheshows.However,inclosereadingwecouldfhdthatthereisaninformationgapabouttheIranian

history,thatis,ShedoesnotmentionthedaysofShamuchenoughtocompareitwiththepresentreglme･

Therefわre,thisbookshouldbereadwithaviewthatithassuchalimitation.

Inthispaper,thetechniqueswhichNafisiusestoarrestthereaders'attentionareexaminedtoclarify

theircharacteristicsandweaknessifany.Nafisi'snarrativemightbedeconstructedbyintroducing

Said'stheoryofposトcolonialisminthepartfわur,̀Austen'.

keywords:AmericanandEnglishliterature,rlCtion,Lolita,IranianRevolution,veil

はじめに

ReadingLolitainTehran(2003)1は､イラン出身の

女性英文学者 AzarNafisiが､1979年のイラン･イ

スラム革命から 1997年までテ-ランで英米文学を

教えながら暮らした体験を､英語で回想録としてま

とめた作品である｡ そのなかでも特に､ナフィーシ

ーが 1995年にTheUniversityofAllamehTabatabaiで

の職を辞し､自宅でかつての教え子たちと毎週木曜

日に英米小説を中心とした文学の読書会を開いた
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受理年月日 2007年5月 8日

時点から､彼女がアメリカに移住する 1997年まで

の2年間のできごとが中心となっている｡エピロー

グは2002年に書かれているが､主として 1995年か

ら 1997年の時間軸の中でフラッシュバック的に､

イスラム革命下での体験が盛 り込まれた回想録と

なっている｡

この作品が興味深いのは､1)キリス ト教文化圏

のアメリカと対立構図を深めるイスラム体制下で､

抑圧を余儀なくされているイラン人女性の日常生

活や思いが､内部の者の視点から描かれているとい

うことと､2)イスラム革命が進行する過程で､刻々

と変わり行く政治的な現実を解釈していくために､

英文学者であるナフィーシーは英米の文学作品を

利用していくが､彼女の作品の解釈が革命 ･戦争と
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いう危機的な状況と切 り結んでいくさまは､実に切

迫感あふれた独特のものになっているところなど

である｡

しかし､それと同時に､3)この回想録が提示す

るイランでの生活が､アメリカが宣伝するイスラム

独裁国家のイメージにまさに合致するために､あま

りにもアメリカ寄 りのイメージなのではない かと

いう一抹の不安がよぎり､一般の読者としては､果

たしてこれはイランの実像なのだろうかと疑問を

感じることも事実である｡また､4)1997年からす

でに 10年の歳月が経過しているにもかかわらず､

読後感があまりにも鮮明なために､ナフィーシーが

体験したことはつい昨日のことであるかのように

感じられ､イランの体制が抱える課題は今日でも全

く変わらないような印象を受けてしまうのも問題

といえるだろう｡

ReadingLolitainTehranはアメリカだけで約150万

部が売れ､長期にわたってペーパーバック ･ノンフ

ィクション部門の一位を占め､二年以上もベス トセ

ラーリス トにとどまり続けた｡また､日本を含め25

カ国の出版社が版権を取得し､国際的なベス トセラ

ーとなった(市川480)｡この回顧録を読んで､イラン

の国情､生活､歴史に関心を持つようになったり､

あるいはナフィーシーの読みがユニークなので､作

品中に取 り上げてあるかなりの数に上る文学作品

を､あらためて読み直したいという気持ちにさせら

れてしまう魅力がたしかに感じられる｡それ以外に

も､文学的な読み物が読者にどのような政治的影響

を与えうるのか考えさせられることも多く､なかな

か挑発的な作品であるといえよう｡また､日本では

2005年にVladimirNabokovの Lolita(1955)が君島

正訳で新 しく翻訳出版され､その言葉の魔力に引き

込まれ魅了された読者が多くいたことなども､本書

に関連する話題である｡

このような話題性にあふれた作品について､1)

から4)にその特長と問題点をあげたが､それらを

分析することによって､多くの読者をシンパに引き

込んでしまった､ナフィーシーのナラテイブの特徴

を明らかにすることが小論の第一の目的である｡ま

ず､作品全体を通して､物語の果たす役割､英米文

学を使った現実解釈､作者の政治的な立場､女性の

抑圧などについて考察していきたい｡それを通じて､

ロリータ､TheGreatGatsby(1925)､James､Austen

についてのナフィーシーの解釈を分析する｡とくに

第4部で､サイ- ド､デリダなど現代思想および文

学理論の代表的な批評家たちが言及され､またバフ

チンのポリフォニーの思想や､フェミニズム批評な

ども射程に入れてPrideandPrejudice(1813)の批評

が展開されるが､テキス トのなかから著者の主張に

脱構築することができる部分はないか､その可能性

を探ってみたい｡

1.書評があげる問題点

ReadingLolitainTTehranについての書評はおおむ

ね好意的なものが多い｡そのなかでEricksonは､現

在のアメリカではイスラムについての情報は､たと

えどんなに小さなことであっても人々の注目を集

めることができるということを指摘している｡彼に

よれば､9･11のニューヨークや 7･7のロンドンの同

時多発テロはいうまでもなく､いろいろな理由から､

アメリカ人はイスラム世界をもっと知 りたいとい

う渇望を抱くようになり､過激派とは別の､イスラ

ムの普通の人々を理解 しようと模索しているとい

うことである｡キリス ト教文化とイスラムの違いを

探ろ うとする映画が作 られた り(JoeJohnstonの

HidalgoやRidleyScottのKingdomofHeavenなど)､

文化的なステレオタイプではなく､イスラムの現実

の姿を理解しようとチャレンジが行なわれている｡

そのような流れのなかで､ナフィーシーはイスラム

文化をじかに体験していることと､西洋寄りの彼女

のスタンスが作品をアメリカ人にとってわかりや

すく魅力的なものにしていると分析している｡しか

し､おおむね好意的なェリクソンもこの作品のたっ

た一つの欠点として､ナフィーシーがあまりにも西

洋文学に夢中になりすぎてはいないかと警告して

いる｡

また､TheWashingtonPost(July19,2004)に､

"Sorry,WrongChador,"areviewbyKarlVickとい う

記事が載せられているが､エリクソンと違ってビッ

クは本書について否定的な見解を抱いている｡ビッ

クはこの本がまだベルシア語に訳されていないの

で､イラン人で読んだ人はきわめて少なく､実際の

事情を知る人からの批評が少ないということと､ナ

フィーシーがイランを出た 1997年は ｢イランの新

時代の夜明け｣と呼ばれる時期と重なっており､作

品にはそれ以前のイラン社会の厳格な道徳的イメ

ージしか描かれておらず､現在のイランの姿とはか

なり違っていることを指摘している｡この記事の副

題は､"InTehran,'ReadingLolita-TranslatesasAncient

History"となっており､回想録で描かれたことがら

は事実としてもかなり昔のことであることが強調
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されている｡

概していえば､アメリカでの好評に比べ､イラン

の人々はこの作品をあまり好ましく受け取ってい

ないようだ｡(Byme) イラン文学やイランの女性の

生活をステレオタイプではなく､もっと正確に知っ

てほしい とい う意図で､今年 3月には Fatemeh

Keshavarz (professor ofPersian and comparative

literatureatWashingtonUniversityinst.Louis)が

JasmineandStars:ReadingMoreThanLolitainTehran

(IslamicCivilizationandMuslimNetworks)とい う対抗

する本を出版している｡

しかし､これらの批判にもかかわらず､2年以上

もベス トセラーであったことを考えると､この作品

が読者の想像力のなかに浸透していく力には並々

ならぬものがあると思われる｡その理由のひとつと

して､イスラム革命の体験が､物語的に､あるいは

小説的に語られていることがあげられる｡ルポルタ

ージュとして客観性を重視して事実を述べ､読者の

理性的な判断を求めるというよりも､フィクション

として語 り手が直接読者の情緒に訴え､その結果､

読者の感情移入をいざない､見事に成功していると

いえる｡また､革命の現実を判断していく際に､英

文学の作品の解釈によって説明しているので､イラ

ンのことが英米の読者には比橡的にわかりやすく

伝わるということもある｡文学の解釈が現実理解の

助けになるということがつぶさに観察できて､目を

開かれるような思いをさせられる作品だ｡

2.物語とノンフィクションのはぎまで

2.1 回想のフィクション化

この作品にはいろいろなジャンルが混交してい

て､特定のジャンルに分類するのがむずかしい｡書

評でも､回想録､文芸批評書､社会史､エッセイ､

小説などのジャンル分けが試みられている｡ しかし､

少なくとも著者には意識的にフィクションとして

提示しようとする意図があるように思われる｡これ

には､モデルに被害が及ぶのを避けるために､モデ

ルの特定を避けるとい う現実的な理由から生じて

いる部分と､また､作者には小説研究家として自己

の作品を小説として構成 したいとい う意向がある

ようだ｡

フィクション化が行われている点として､1)時

間や場所のあいまい性､2)キャラクターの非現実

化､3)小説的な場面設定と語りなどがあげられる｡

時間や場所については､たとえば冒頭の章は 199三

年の秋､それから2年後､現在の3つの時間が言及

される｡ナフィーシーは 1995年にアッラーメ大学

を辞めているが､第 1章では "resigningfrommylast

academicpostH(3)とあり､はっきりどこをやめたの

か言及されるのは 3章になってからである｡また､

現在､彼女はどこにいるかというと､Hinthatother

worldthatcroppedupsomanytimesinourdiscussions"

(6)なのだが､19章ではじめて､そこがアメリカで

あることがわかる｡さらに現在の時間はエピローグ

の最後のページで､2002年であることが明らかにさ

れるという具合である｡

このように時間や場所が常に交錯 して語 られる

ので､客観的な事実がわかりにくい｡というよりも

むしろ､はっきりした時間を提示し､少しでも客観

的に伝えようという意識が薄いといえるだろうか｡

意図的に暖味にしてサスペンスを作 り出すことに

よって､読者の興味をかきたてることに作品の重点

が置かれ､客観性を重んじるドキュメンタリーとは

語りがかなり異なっている｡

キャラクターについては､ナフィーシーはかつて

のテ-ラン大学での同僚､R教授を相談相手にして

週に2回定期的に彼の自宅を訪れ､いろいろな問題

を話し合いア ドバイスを求めているが､彼を ｢私の

『魔術師』｣あるいは｢地下に潜った男｣とよび､あ

たかも架空の人物であるかのような印象を創 り出

している｡第 1部でナフィーシーはナボコフの短編

の "TheMagician'sRoom"が好きであるというが､

じつはそのような短編は存在しないようだ｡彼女が

自分でス トー リーを作って学生のヤーシーにナボ

コフの作品だとして語ったのである｡ ｢魔術師｣の

住まいの様子､暮らしぶりをまるでナボコフの小説

からの描写であるかのように語り､彼について次の

ように説明している｡

Nabokov'smaglCian, .‥ … didnotexist-or,at

least,notinfiction.Hewasrealandlivedless

thanfifteenminutesawayfromwhereshe(Yassi)

andlweresitting--.(34)

そして､それ以上の説明がないままに､｢魔術師｣

は数回話題になり､読者の好奇心をかきたてたあと､

第2部でその正体が明らかにされる｡じつは彼はテ

-ラン大学の元美術部教授で､有名な映画 ･演劇批

評家､短編小説家のカリスマ的な R教授であった｡

彼の自宅-の訪問は､小説の一場面を思わせるよう

に措かれている｡(84-6) また次のような発言によ

って､彼は最後まで架空の人物的な雰囲気を漂わせ
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ている｡

1) ......butyou(magician)arenotfictional,orare

you? Andhesaid,Well,rightnowIseemtobe

afigmentofyourimagination.(202)

2) --･hismagichasbeensomuchapartofmy

lifethatsometimesIaskmyself,Washeever

real? Didlinventhim? (241)

｢輝かしい禁断の世界｣に通じているかのような､

あるいは｢世界の裂け目｣のような､魔術師の住まい

を訪れるナフィーシーは､まるで洞窟の中に転がり

込んでいく 『不思議の国のアリス』のようである｡

また､兄弟や父親や夫以外の男性との交際が問題視

される社会環境の中で､ひるむことなく彼との外出

を楽しむナフィーシーは､自由で反抗的なアメリカ

娘､デイジー･ミラーのようなヒロインで､たぶん

にロマンティックな要素が加味されている｡

ナフィーシーは学生のヤーシーに対して､｢彼女

は私のように生きられるだろうか｡自立して､愛す

る人と手をつないで長い散歩をして､子犬を飼 うこ

とさえできるだろうか｣(51)と憂慮と優越感の混じ

った感情にふける｡ この時点ではナフィーシーは､

19世紀ヨーロッパの社交界で人々のひんしゆくを

買いながら､ボーイフレンドと外出を重ねるデイジ

ー ･ミラーのようであり､あるいは最終的にアメリ

カに移住し夢をかなえるという点では､ギャツビー

のようでもある｡小説では､世間一般の道徳を踏み

こえたからであろうか､ティジーもギャツビーも悲

劇的な結末を迎えてしまうが､ナフィーシーの人生

はハッピーエンドになる点が違っている｡

以上のような理由から､この回想録はあたかもフ

ィクションのような印象を与え､そのことによって

主人公-語り手に対する読者の感情移入を容易にし

ている｡この作品からは客観的に事実を知らせると

いうよりも､イスラム体制に対する語り手の反発と

抵抗を､共感や感情移入によって伝えたいという思

いが強いことがうかがわれる｡

しかし､基本的にはこの作品は作者ナフィーシー

の回想録で､作者の資質とも関係があるのだろうが､

自分で自分のことを語るという語 りの形式によっ

て､読者は時には作者の自己弁護や手前味噌とも付

き合わざるをえない｡フィクションとドキュメンタ

リーについて考えるとき､虚構の持っ利点-すなわ

ちフィクションとい うジャンルがいろいろな視点

の人物や､ポリフォニックな声を設定し､作者との

間に距離を置くことによって自分自身を客体化す

るという機能はとても重要だと思われる｡それは作

者が上述のような袋小路に入っていくことを防い

でくれるからである｡

2.2 物語の力とナフィーシーのナラテイブの特徴

ある事柄を伝えようとするときに､物語形式と論

文形式というやり方が考えられる｡世界で最大のベ

ス トセラーである聖書がなぜ物語形式で書かれて

いるかを論じて､聖書学者の加藤は次のように考察

している｡ 論文形式では主張が真なのか偽なのか､

常に理性を働かせて判断しなくてはならないので､

いわば読者に対決を迫ってくる形式である｡一方で

物語は対決を迫らないので､読者は安心して読むこ

とができ､どんな意味を受け取るかは読者に開かれ

ているとい う｡(加藤 49-51)

また､優れた物語は単なる理解とは違ったプロセ

スで吸収される｡ 1)共感 sympathize 2)感情

移入 empathize 3)想像 envision 4)想起

recall というプロセスで､論理で説得するより深く

心理的に浸透してい く｡(平野 25-6) 1)と2)

によって引き起こされた感情的な動きが､ス トーリ

ーのシークエンスによってパターンとして定着し､

想像や想起によって深く記憶の中に刻み込まれる

のであろう｡ナフィーシーの文学鑑賞の主要なやり

方は､｢感情移入｣である｡『グレー ト･ギャツビー』

の鑑賞の際に､小説の世界を吸い込めと次のように

感情移入を奨励している｡

Anovelisnotanallegory---Itisthesensual

experienceofanotherworld.Ifyoudon'tenter

thatworld,holdyourbreathwiththecharactersand

becomeinvolvedintheirdestiny,youwon'tbeable

toempathize,andempathyisattheheartorthe

novel. Thisishowyoureadanovel:youinhale

theexperience.Sostartbreathing.(ll1)

このようなやり方で､文学の力を信じる作者は､

現実に対抗する文学のすぼらしさを啓蒙しようと

した｡また､それを通じてイスラム共和国の体制が

いかに非道であるかを説得しようとした｡そして､

フィクションであり､エッセイという文学形式を使

って､その意図は一応の成功を収めたので､文学は

力を持っということが立証できたわけである｡問題

は伝えようとする内容が客観的に見て､妥当なもの

であるかということである｡
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ナフィーシーの語りの特徴として､彼女の価値観

は確固としているように見え､揺らぎやためらいが

あまり感じられない｡物事を断定的に表現し､たと

えば､人物などを紹介するときにも､Htheobnoxious

brotherH(15)(例のいやな弟)､ "ahorribleschoolin

Switzerland"(45)(大嫌いなスイスの学校)､"our

favoritevillain,ProfessorX"(69)(私たちのお気に入

りの敵役､Ⅹ教授)という感情的な形容詞をつけて呼

んでいる｡これらは客観的なレポー トにはふさわし

くない表現であり､著者の見方に読者を引き寄せよ

うとしていると思われる｡

その他叙述で巧みだと思われるやり方は､印象的

な場面を提示し､その比唯を敷宿して､さらに大き

な状況を説明するというものである｡たとえば､作

者は男子学生バフリーとの議論に熱中し､アメリカ

式に善意と友情を示そうと握手をしようとするが､

彼は両手を引っ込めてしまう｡ナフィーシーは､イ

ランでの経験の枠組みを作ったのは､｢この中断さ

れた握手の感触｣であるとたとえるところなどであ

る(139-140)｡具体的なこと､肉体的な事例で比喰的

に語るので､感覚的に鮮明な印象が残る｡

2.3. 西洋文学のインター ･テクスチュアリティー

この作品は英米文学の教師であるナフィーシー

の回想録なので､副題の ÀMemoirinBooks'から

わかるように､多くの文学作品が言及されている｡

ざっと数えただけでも､約 86の小説や詩､詩集の

名前が挙げられる｡英文学の作品は 28編でそのう

ち､JaneAustenの作品が5編でもっとも多く､アメ

リカ文学の作品は40編で､ナボコフは 11編､Henry

James;5編､saulBellow;5編､scottFitzgerald;3

篇となっている｡

文学を教えているので､授業の内容として作品名

はよく登場するわけだが､中にはストーリーの詳細

にいたるまで紹介される作品もある｡それらは､章

の題名となっているナボコフの 『ロリータ』､フイ

ッツジェラル ドの 『グレー ト･ギャツビー』をはじ

めとして､ジェイムズの WashingtonSquare(1880),

DaisyMiller(1879)､オーステインの 『高慢と偏見』

などである｡このような構成によって､他に比肩す

るものがないほど､英米の文学作品からの壮大な

｢引用の織物｣(インターテクスチュアリティ)が

回想録のなかに織り込まれているといえよう｡した

がって､イラン共和国でのできごとについて英米小

説を事例に引きながらその意味付けを説明される

と､英米人の認識構造の中に､すんなりと収まって

いくという特徴を持っている｡

それに対して､イラン文学あるいはベルシア文学

の影はきわめて薄い｡教え子たちとの読書会で最初

に読んだのはベルシア古典文学で､『千夜一夜物語』

に登場するシャハラザー ドの物語を読んでいる｡

(16)そして､テ-ラン大学を辞めたナフィーシー

は 1981年ごろ､ベルシア古典文学を読む別の小さ

な研究会に参加し､ルーミ一､ハーフェズ､サアデ

ィー､ハイヤーム､ニザ-ミ一､フェル ドゥシー､

アッタール､ベイハギーらの詩や散文を読む｡ナフ

ィーシーの父親はパフラヴィ-王朝時代にテ-ラ

ン市長を務めるが､自身も詩を書き､彼女が幼い頃

フェル ドゥシーとルーミ-をよく読んでくれて､

｢イラン人の本当のふるさとは､本当の歴史は､詩

の中にあると言っていた｣(238)そうである｡ それ

に対して､イスラム革命は徹底的に過去をゆがめて

しまったと作者は嘆いているが､どのような歪曲が

あったのかという具体的な説明は残念ながら欠け

ている｡

｢ベルシア文学｣はふつ う10世紀から18世紀

までの古典文学を指し､イスラム世界の東半分で

非常に強固な文学的伝統を築いてきたとい うこ

とである｡イラン人自身も､古典文学､とくに詩

に強い誇 りを持っているため､近 ･現代文学が色

槌せて見える､という傾向はあるようだ2｡学生

のバフリーはマーク ･トウェインの 『ハックルベ

リーフィンの冒険』(1885)を好み､ トウェインの

ような国民作家がイランにも必要だといってい

る(146)｡アメリカもイギリスから独立し､自国の

文学を確立しようと長い間努力した結果､アメリ

カの風土と人種問題を扱った 『ハックルベ リーフ

ィンの冒険』とい う傑作を生んだ｡それに対しナ

フィーシーは国民の作家はいるが､ 『国民作家』

とい うものはないんだと英米文学が普遍的な価

値を持っという姿勢をくずさない｡これは 13歳

で渡英し､16年間欧米で教育を受けたという作者

のバ ックグラウン ドと関連があるように思われ

る｡

2.4 英米文学を使った現実解釈

前述のように､ナフィーシーはこの作品を通して､

文学擁護論を展開し､読者を啓発しようとした｡ま

ずは､次のようなコメントから始まる｡

フィクションによって初めて到達できるもうひとつ

の世界･･･とめどなく残酷な人生における避難所
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となるのは､このもう一つの世界なのである｡(52)

木曜日の研究会に集まった学生たちも､｢小説は現

実逃避の手段｣だと考えている｡しかし､最初は小

説を ｢自分自身の過去や期待とは切 り離して読んで

いた｣(61)が､｢奇妙にも､私たちはこうして逃げ込

んだ小説によって､結局は自らの現実を一一言葉に

する術などないと感じていた現実を､問いなおすこ

とになったのである｣(61)という｡

ナフィーシーはナボコフの文学論を引用し､自己

の小説観を明らかにしている｡

(ナボコフは)すべての優れた小説はおとぎ話だと

言っている｡魔法は善の力から生じ､･･･運命が私

たちに課す限界や制約に屈する必要はないと教えて

くれる｡---すべての優れた小説の中には､人生

のはかなさに対する生の肯定が､本質的な抵抗があ

る｡作者は現実を自分なりに語りなおしつつ､新し

い世界を創造することで､現実を支配するが､そこ

にこそ生の肯定がある｡あらゆる優れた芸術作品は

祝福であり､人生における裏切り､恐怖､不義に対

する抵抗の行為である｡(73)

作家の小川洋子は 『物語の役割』のなかで､この

ような考えをもう少し分かりやすく､次のように述

べている｡

｢たとえば､非常に受け入れがたい困難な現実にぶ

つかったとき､人間はほとんど無意識のうちに旦全史

史_聖塵に合うようにその現実をいろいろ変形させ､ど

うにかしてその現実を受け入れようとする｡もうそこ

で一つの物語を作っているわけです｡

あるいは現実を記憶していくときでも､ありのまま

に記憶するわけでは決してなく､やはり自分にとって

嬉しいことはうんと膨らませて､悲しいことはうんと

小さくしてというふうに､自分の記憶の形に似合うよ

うなものに変えて､現実を物語にして自分のなかに積

み重ねていく｡そういう意味でいえば､誰でも生きて

いる限りは物語を必要としており､物語に助けられな

がら､どうにか現実との折り合いをつけているので

す｣(小川 22)(下線は筆者による)

｢自分の心の形｣､｢自分の記憶の形｣という表現

は､それぞれの個性あるいは文化によって作り上げ

られている一定の認識のパターンを表すと思われ

る｡ナフィーシーたちはイラン革命における過酷な

現実を解釈する際に､現実を英米文学の物語を使っ

て､自分たちの心の形に合 うよう物語化して､現実

との折 り合いをつけていこうとしたのだと考えら

れる｡

この作品で文学作品がどのように利用されてい

るかというと､『ロリータ』では､理想のイスラム

的な生き方をすべきだという宗教指導者の夢を押

しつけられるイラン女性を､理想の ｢ニンフェット｣

(9歳から 14歳の美少女-ナボコフの造語)を求め

るハンバー ト･ハンバー トによって､軟禁され凌辱

されるロリータの姿に重ねる｡『デイジー ･ミラー』

では､ヒロインは因習的な体制に反抗する､自由で

勇気ある女性のロール ･モデルとされる｡ 『高慢と

偏見』では､女性にも結婚における選択の自由があ

るイギリス社会を民主主義のお手本と考えている｡

また､革命という大きな夢の実現と喪失という観点

から 『グレー ト･ギャツビー』が論じられ､革命の

さなかのテ-ラン大学で､ギャツビー裁判が行われ

る｡

3. 『ロリータ』

この作品のなかで､ナボコフについては 11編の

作品が取り上げられ､オーステイン､ジェイムズ､

ベロクの5編と比べると群を抜いている｡ また､題

名のなかにも 『ロリータ』という作品名が入ってい

るので､作者にとって､ナボコフとロリータはとく

に思い入れが深い｡ロシア帝国の貴族の家に生まれ､

ロシア革命で西欧に亡命したナボコフに対し､ナフ

ィーシーは全体主義体制に抵抗 した作家として親

近感を寄せている｡｢ロシア革命のさなか､弾丸の

音にも気を散らされることなく書き続けたナボコ

フ｣(33)に対して､｢私たちは彼に特別な杵を｣感じ

ると述べる｡また､彼の作品の中に ｢あらゆる選択

肢が奪われたときの限りない自由の可能性｣(40)を

見出す｡

ナフィーシーはこの回想録を記すときに､まず､

『ロリータ』について書くのが主な目的であったと

述べる｡

ItisofLolitathatIwanttowrite,butrightnow

thereisnowayIcanwriteaboutthatnovelwithout

alsowritingaboutTehran.This,then,isthestory

ofLolitainTehran,how Lolitagaveadifferent

colortoTehranandhow Tehranhelpedredeflne

Nabokov'snovel,turnlngitintothisLolita,our

Lolita.(6)
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ナラティブの持っカ ーReadingLolitainTehranを読んで

作者はロリータの置かれた状況とイラン女性の状

況をパラレルに解釈することで､単なる小説の ｢ロ

リータ｣を ｢私たちのロリータ｣に変えていく｡

ナフィーシーによれば､｢批評家たちはむしろ道

徳的象徴を､ハンバー ト･ハンバー トの苦難の正当

化､非難､説明を見つけだそうとする｣(63)が､彼

女たちはロリータの側に立ちサポー トする｡ ｢ハン

バー トは大方の独裁者同様､自らの思い描く他者の

像にしか興味がない｡彼は自分が求めるロリータを

つくりだし､そのイメージに固執｣(75)しているか

らである｡ しかし､男性主人公の少女に対する性的

な偏向を極限まで追及した 『ロリータ』は､読者が

男性であるか､女性であるかによって大きく読み方

が変わる作品である｡

ハンバー トはナボコフを思わせる中年の知的

な男性であるが､ロリータを結ばれずに終わった少

年時代の恋人アナベル･リーの生まれ変わりにしよ

うとして､その人生を収奪してしまう｡ ここではハ

ンバー トは､女性の個人的な自由を奪うイランの独

裁体制のメタファーとなっている｡読書会のメンバ

ーたちは､｢ロリータのように逃亡を試み､自分た

ちだけのささやかな自由の空間をつくろうとした｡

ロリータのように､あらゆる機会をとらえて反抗を

見せつけようとした｣(43)とロリータと同一化して

いる｡21章では､学生のひとりサーナ-ズが女友だ

ちと旅行中に風紀取締隊に西洋風の態度をとがめ

られ､身体検査､鞭打ちの刑などの虐待を受ける｡

このエピソー ドはロリータの性的虐待とパラレル

なものとして示される｡

一方､ナフィーシーはナボコフをロシア革命がも

たらした全体主義体制下で､絶え間ない恐怖がつづ

く悪夢のような生のありようを書きつづけた､独裁

と戦う英雄的な作家としてとらえる｡しかし､テー

マが男女間の性愛の問題になると､ナボコフの分身

的な主人公ハンバー トは一転して自らが専制的な

全体主義の権化となり､無力なロリータに ｢容赦な

い虚構｣を押しつける暴君となる｡そのうえに､ハ

ンバー トは犠牲者を罪に巻き込むことで身の証を

立てようとするイラン･イスラム共和国ではおなじ

みの手法を使 う (66)ので､ロリータにも大いに罪

があるように描かれている｡

このように､一面ではナボコフは全体主義と戦う

作家であり､また､女性を性的に虐待する独裁体制

の権化のようでもある｡登場人物と作者は同一では

ないけれども､『ロリータ』では主人公はナボコフ

の分身的な存在であるので､ナボコフが複雑な性格

を持つ作家であるということについて､もう少し深

い考察が欲しいところである｡ ｢完成した作品は希

望に満ち､しかも実に美しい｡美のみならず人生を､

平凡な日常生活を擁護し､ヤーシー同様ロリータが

奪われた､ごくふつうの喜びのすべてを擁護してい

る｣(53)とするだけでは不十分だろう｡イランの革

命政府が女性の結婚年齢を 18歳から9歳に引き下

げ､少女との結婚を法律によって認めているのは確

かに極めて問題である｡しかし､イランだけではな

く､少女-の偏愛がアメリカ文学の鬼才とされる作

家の重要なテーマになっていて､西側でも多くの読

者を得ていることも同様な問題として考えてみる

べきであろう｡

4. 『グレー ト･ギャツビー』

4.1. ナフィーシーのバックグラウンド､政治的ス

タンス

ここで作者のバックグラウンドに関する情報を

まとめてみると､ナフィーシーは文学的才能に恵ま

れたイランの上流家庭の出身で､800年にわたり14

代続いている､文学と科学に貢献してきた家柄に誇

りを持っている｡親族には著名な作家や学者が多い｡

13歳でイギリス留学､後にスイス､アメリカで教育

を受け､合わせて 16年間の海外生活を送り､西欧

の生活に順応する｡30歳で帰国し､テ-ラン大学で

教え始めてまもなく､イラン･イスラム革命に遭遇

した｡

彼女は全くのアメリカ娘のようで､イランでは不

思議の国に迷い込んだアリスのようだった｡ライフ

スタイルや噂好など､ほとんどアメリカ人といって

いいくらいである｡

Ihadjustretumedtomyhome,whereIcould

speakatlastinmymothertongue,andhereIwas

longlngtOtalktosomeonewhospokeEnglish,

preferablewithaNewYorkaccent,someonewho

was intelligent and appreciated Gatsby and

Haagen-DazsandknewaboutMikeGold'sLower

EastSide.(106-7)

ナフィーシーの父はパフラヴィ-王朝下でテ-

ラン市長をしていたが､作者 17歳の頃 (スイス留

学中)に失脚､4年間投獄されるという危機に直面

した｡彼女はすぐにイラン-戻り､その後安定を求

めて早急な結婚をしたが､まもなく離婚をした｡ア

メリカ留学中に知り合ったBijanと1977年に再婚す
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る｡一方､母はパフラヴィ-王朝時代に国会議員を

していた｡その時代､女性の国会議員はわずか6名

であった｡テ-ランでの生活でビージャンとのあい

だに1男 1女にめぐまれ子育て中であったが､家で

はタ--レ･ハ-ノムという女性に家事を手伝って

もらっている｡(94)

ナフィーシーがオクラホマ大学に留学していた

70年代には､イラン人だけではなく欧米人学生のあ

いだでも革命的な傾向が強かった｡彼女は学生運動

に参加し革命派を名乗るが､自分の中に矛盾を感じ

その時期は彼女の人生における分裂の時代だった

という｡ 博士論文ではプロレタリア作家 MikeGold

について､フイツツジェラル ドなど非プロレタリア

の作家と比べて書く｡ 革命派の学生であったという

ことと､プロレタリアー ト作家について博士号をと

ったことから､彼女がきわめて上流の出身であるこ

とが､彼女の経歴の中で背景-と後退してしまう｡

ゴール ドもマルクス主義革命という､イデオロギー

に基づいた全体主義的な革命を望んだが､夢に失望

したという点でナフィーシーと共通点がある｡彼女

は現在では ｢もはや革命的な主張もことごとく放棄

した｣(135)と述べている｡

父親の失脚のために､パフラヴィ-王朝の政治体

制に対しては､複雑な思いがあるようだ｡しかし､

ホメイニの政治スローガンは作品中で何度も引用

し批判されるが､シヤーの政治体制について､パフ

ラヴィ-王朝時代の秘密警察 sAVAKの反動的な活

動に対しては､ほとんどコメントがない｡そこで読

者としては､この作品のなかでは歴史的な情幸田こ空

白があることを問題として読む必要がある｡

ポス トコロニアリズムの理論家 saidは西インド

諸島出身でインド系の作家､v s.Naipaulの 『イス

ラム紀行』における記述を批判して次のように述べ

ている｡

第-点は､イランのような国の現在の混迷を引き

起こす要因となった歴史の全体像を提示していない

ということです｡イランでは､いわれなくイスラム

が復興したわけではありません｡その前提として､

西洋との接触により､長期にわたって徐々に主権を

侵食されていったという歴史があるのです｡ア-ン

をめぐる戦い､石油採掘権の譲渡､国王(シヤー)によ

る専制政治など｡現在イランで起こっていることは､

こうした一連の積み重ねに対する反応なのです｡ナ

イポールはこれらのことをすべて見逃しています｡

そのようなことは取り上げません｡そうすることで

結果的に､あたかも本質的にムスリム的性格という

ものがあるかのような印象を与えるのです｡(said

1994C123-4)

ナフィーシーの回想録におけるパフラヴィ-王朝

時代についての情報の空白も､ナイポールにおける

のと同様に理解できるのではないだろうか｡したが

って､この作品は革命後の混乱だけを描いた､パー

スペクティブの限られた ドキュメントとして読む

必要があるだろう｡

ナフィーシーは ｢パフラヴィ-王朝の代わりには

るかに反動的で専制的な体制の成立に手を貸 して

しまったことで､イランの民衆も知的エリー トも､

よく言って深刻な判断の過ちをしめしたのであ

る｡ --- 私も含めたその他全員は旧体制の破壊

を要求するばかりで､その結果についてはろくに考

えていなかった｣(144)と述べている｡ 彼女はイスラ

ム革命に対して徹底 して否定的な見方をしている

が､自身が若いときは革命派であったことにも､ほ

とんど葛藤を感じていない ｡ 人生の一つのステップ

として､理想主義に憧れる時期があり転向は自然な

ことと考えている｡また､70年代の学生運動に参加

した元同志が､革命の夢が実現したイラン･イスラ

ム革命で､反逆者､スパイとして殺されたことにも､

彼らの夢が潰えたとして 『ギャツビー』とのパラレ

ルな関係を見出している｡

4.2. ギャツビー裁判

アメリカ留学中には ｢しかたなく｣(121)イラン入

学生連合に加わり､ナフィーシーはデモで､｢アメ

リカのイラン-の悪 しき関与を糾弾するスローガ

ン｣を叫んでいた｡しかし､そのときはまったく実

現不可能だったからこそ安心して叫んだスローガ

ンが､1979年のテ-ランでは ｢ぞっとするほど正確

に現実化し｣(138)､人々はそこから逃れる術がなか

った｡そして､夢の実現が大いなる失望に変わって

い く｡

テ-ラン大学では､少数派の熱狂的なムスリムに

対し､左翼､世俗派の学生グループが対抗していた

が､1979年 11月のアメリカ大使館占拠事件のあと

は､大多数の学生が革命-の情熱に燃えていた｡革

命政府による公開裁判がはやっているので､ナフィ

ーシーは授業で取り上げて賛否の議論がかまびす

しい 『ギャツビー』を裁判にかけたらどうかと提案

した｡革命がまさに進行するなかで､『ギャツビー』

に描かれたアメリカ文化の退廃と不道徳を糾弾す
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るニヤージー､文学の普遍的価値を擁護するナフィ

ーシー派の学生ザッリーンの対決は息詰まるや り

とりで､ギャツビー裁判はこの回想録全体の白眉と

なっている｡学生たちは ｢革命全体の行方がこの裁

判にかかっている｣(171)かのように､興奮して議論

した｡

裁判での役割は､裁判官 :フアルザ-ン､検察官 :

ニヤージー､弁護士 :ザッリーン､被告 :『ギャツ

ビー』(ナフィーシー)である｡ ニヤージーは｢イス

ラームは人を敬度な生活に導くうえで､文学に特別

な聖なる役割を命じた世界で唯一の宗教である｣と

したうえで､主人公が不倫や詐欺を働くアメリカ小

説を読むことは､イスラムに対する｢文化的侵略｣あ

るいは｢文化の凌辱｣(176)であると主張する｡文学の

持っカタルシス的役割を無視したピューリタン的

な見方であるといえるだろうか｡弁護士のザッリー

ンはニヤージーより冷静な態度で､｢小説は読者を

揺さぶって無感覚から引きずり出し､絶対不変と信

じているものに直面させるとき､道徳的であるとい

える｣(181)と述べ､ナフィーシーは､アメリカの夢､

富と力の夢､さらには理想主義の夢とその喪失が描

かれ､夢が現実化と同時に崩壊しやすいことが描か

れていると付け加えた｡彼女はイランの革命が､恐

ろしくも美しい ｢実現のためならどれほどの暴力を

使ってもかまわないような夢｣(202)として､『ギャ

ツビー』と共通点があることに気がつく｡ またして

も､ナフィーシーは単なる 『ギャツビー』から､私

たちの 『ギャツビー』に変えてみせるのである｡

ここでは西洋文化に対抗して､イスラムの文化的

アイデンティティを確立しようとする､イラン入学

生の熱意が感じられる｡ また､学生のなかには､敵

(アメリカ)の文化的事情をよく知るために 『ギャツ

ビー』を読むべきだという者もいる｡この回想録の

最後で､ナフィーシーはイランを捨て､アメリカ-

渡った｡そして､自分の本を書くという夢が実現し､

名声と富を手に入れた｡そのあと彼女の夢はどうな

っていくのだろうか｡

第 3部の 『デイジー･ミラー』については詳細な

分析をする余裕がないが､読書会に集まるイランの

女子学生たちはロール ･モデルとしてヒロインに憧

れている｡ また､革命時の混乱に乗じる形で起こっ

た､イラン･イラク戦争の爆撃の様子が描かれてい

る｡ -ンリー･ジェイムズはかつて第一次大戦で傷

病兵を見舞い､募金活動をし､アメリカに参戦を促

すなど奔走した｡彼の｢私たちは命がけで､現実に

対抗する私たち自身の現実を作らなければならな

い｣という言葉が著者の励みとなる｡ やがてホメイ

ニが死去し､戦争が終結する｡

5. オーステイン

第 4部第 6章は､｢個人的なことは政治的なこと

である｣というキャロル ･ハニッシュによるラディ

カル ･フェミニズムの標語から始まる｡西洋の社会

では一見すると個人的な自由が尊重されているが､

その中には生活の中に網の目のように張り巡らさ

れた家父長制という性による政治体制が反映され

ているという主張である｡ ナフィーシーはこれを否

定し､個人的なことと､政治は別であると考え､政

治から逃れて個人的な世界-引きこもりたい希望

を表明する｡ オーステインの世界は著者によれば､

政治に無縁な個人的な世界の出来事を扱っている

とされている｡ そしてその中で､個人の選択の自由

が行使され､民主的な世界が出来上がっていると､

ナフィーシーは理想化している｡

5.1 ダンスについて

『高慢と偏見』において､ダンスの果たしている

役割についてのナフィーシーの分析は非常に面白

い｡イギリスとイランのダンスの違いを際立たせる

ことで､ふたっの文化における男女の関係を浮き彫

りにしている. オーステインの小説で､ダンスは男

性と女性の身体的コミュニケーションの手段であ

り､パーティは結婚というさらなる祝祭をめざす小

規模な祝祭空間であるという｡その中で､相手にあ

わせて前に進み､うしろ-下がるという相互的な身

体の動きに表徴される男女の肉体的､心理的コミュ

ニケーションのやり方を民主的とよび､その相性を

もとにした配偶者の選択の自由が女性たちにある

と分析している｡

ダンスの身体的な動きの分析は､官能性､情熱に

乏しいといわれるオーステインの小説の読みに新

たな側面をつけくわえている｡実際のところは､『高

慢と偏見』でナフィーシーが言うように､女性たち

が大きな選択の自由を持っているわけではない｡配

偶者にふさわしい男性はまず､近隣のうわさや貴族

年鑑をもとにした財産目録､年収審査という女性に

よる水面下での選考を経た上で､肉体と心理コミュ

ニケーションテス トの場であるダンス-と進んで

いく｡女性の場合はさらに厳しく審査され､この場

合は容姿が大きな財産目録となっている｡選択の自

由とは､このような限られた条件､社会の中での自

由であるが､その中で注目すべきは､男女の関係に
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おける相互性 (reciprocity)という概念だろう｡ダン

スパーティでは､相互性の確認が当事者､友人､家

族によって行なわれている｡

他方､女性に対し宗教的な戒律という名目を借 り､

個人の生活にも風紀取 り締まり隊によって規制を

強いるイラン社会では､男性の宗教指導者たちはこ

の相互性の重要性に気がついていない｡戒律社会の

中で女性の自由が過度に束縛されると､無理強い さ

れた従順さが支配的になり､男女の間で共に育って

いく関係性が成立しない｡それゆえに､その豊かさ

を享受するチャンスを失ってしまうのである｡この

ような社会では男性にもとまどいがあり､マ-ナ､-

の恋人ニーマ-は ｢きみたちにはこの国の男が向き

あっている困難はわからない｣という｡ 彼らもどう

したらいいかわからず､自分が弱い と感じるからマ

ッチョ気取りでいぼりちらすこともあると話す()

(104)

イギリス 18-19世紀の中産階級の人々が楽しん

だソーシャルダンスと比較して､イランのダンスも

紹介される｡この箇所には珍しくイランの文化につ

いて､肯定的な言及がある｡ナフィーシーは大学院

の学生たちに 『高慢と偏見』の世界を理解させよう

として､ソーシャルダンスを踊らせる｡女性同士で

ぎこちないダンスを試みたあと､普段は目立つこと

のないサーナ-ズがベルシアダンスの名手として

進み出て､一同の喝采を浴びる｡歌を口ずさみなが

ら次第に佳境に入っていく彼女の手の動き､腰の振

りは妖艶な魅惑に満ちている｡ナフィーシーはこの

ダンスの誘惑は､独特の繊細さと大胆不敵さの絶妙

な混合で､これは西洋にはこれに匹敵するものは見

あたらないとコメントしている｡男性観客を楽しま

せるための踊り､ベールの陰に隠れながらその存在

をアピールし誘惑する手段としての踊りは､イラン

女性の社会的位置を暗示しているのかもしれない｡

隠すことでさらに魅力を増していく女性の姿は､女

性の誘惑を避けようとしてベールを要求するイス

ラム体制のパラドックスであるといえるだろう｡

5.2.サイ- ド､デリダについて

タバータイ-大学のミスター･コリンズとあだ名

されるナフグィ-は､徹底して戯画的に描かれる急

進的な男子学生である｡彼はイスラム原理主義者で

革命派の闘士であるが､ミー トラーに恋をし､ナフ

ィーシーが英米文学のクラスで教 えた e.e.

cummingsの繊細な恋愛詩を彼女に贈る｡恋する自分

の気持ちを表現しようとして､ベルシア文学を利用

するならともかく､アメリカ詩人の詩を引用すると

いう､イスラム革命の闘士としては不釣合いな行動

に走り､その矛盾に気がつかないところが､『高慢

と偏見』の喜劇的人物コリンズと相通じるものがあ

るとされる｡

彼の行動の中でもう一つの特筆すべき出来事は､

彼がサイ- ドのCultureandImperialism(1993)を用

いて､オーステインの小説の植民地主義を批判する

ことである｡ ナフィーシーはオーステインがナポレ

オン戦争の動乱の時代にありながら､自分の作品と

想像力が現実の社会にのみこまれるのを許さなか

った､政治的な事柄から身を引いて自分だけの独立

した世界 (385)を作り出し､｢その世界を小説にお

ける理想の民主主義だ｣と絶賛する｡

一方､サイ- ドはMansjieldPark(1814)の分析を通

して､帝国主義と植民地主義の只中にあったオース

テインの世界を明らかにした｡マンスフィール ド･

パークの暮らしを物質的に支えているのは､カリブ

海のアンティグア諸島にあるバー トラム家の地所

であることから､バー トラム家の人々の豊かな生活

は､奴隷貿易と砂糖と植民地の農園主階級の支えが

なくては存在しなかっただろうという｡ (Said1998C

169)つまり､イギリス中産階級の世界を支えてい

る植民地世界がオーステインの世界では他者とし

て排除され､抑圧されていることを明らかにしたの

である｡バー トラム家の食卓で奴隷貿易のことが話

題になると､突然､皆黙ってしまうが､サイ- ドは

二つの世界をつなぐ言葉が存在 しない からである

と分析する｡さらに､彼は ｢『マンスフィール ド･パ

ーク』を､版図を拡大する帝国主義的冒険を支える

構造の一部として読んでしまったあと､それを 『世

界の傑作文学』に復帰させることはできない｣と批

判している｡(Said1998C)

ここではデリダのいう脱構築 (deconstruction)の

考え方が応用されている｡脱構築とは､内部/外部､

自己/他者､真理/虚偽､善/悪､自然/技術､男

/女､西洋/非西洋/などと階層秩序的二項対立を

立て､支配的な項､つまり前者を肯定していくこと

には､そうした思考ではとらえられない ｢他者｣を

排除する欲望が潜んでいると考え､脱構築的思考に

よって､排除されたものの復権をめざす批評のやり

方である｡ オーステインの世界では､植民地が外部､

他者としてとらえられ､排除された結果､一見する

と非政治的な世界が作り出されているのである｡

ナフィーシーはナフヴィ-から挑戦を受けたと

き､彼が何を言っているのかよく理解できない｡後
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目彼女がアメリカ-行ったとき､書店でサイ- ドの

本を見つけ､ナフグィ-が言おうとしていたこと､

その出所がどこであったかを知る｡ナフィーシーは

『オリエンタリズム』で有名なサイ- ドの業績を賞

賛しているが､オーステインについての彼女の解釈

を読むと､サイ- ドの理論は彼女にほとんど影響を

与えていない｡サイ- ド的に読んだあとでも､『高

慢と偏見』はたしかに優れた作品ではあるが､単純

にさまざまな声が交錯した､民主主義が体現された

世界を描いた名作であると考えることはできない

からである｡ナフィーシーはナフグィ-がマンスフ

ィール ド･パークを読んだこともないのに､サイ-

ドの論だけを借 りてきて批判を展開しているとし

ているが､じつは彼女自身もサイ- ドについてよく

論旨を理解せずにほめ上げるという､同様のことを

やっている｡サイ- ドが抑圧を受けている側の立場

を回復しようと視覚化したものを､見ようとしない

で 『高慢と偏見』を解釈しているからである｡

ナフィーシーが 『高慢と偏見』のすぼらしさとし

て､｢描き出された声の多様性｣(366)にある という

とき､バフチンのいうポリフォニーを念頭において

いるように思われる｡ バフチンは､｢それぞれに独

立して互いに融け合 うことのないあまたの声と意

識､それぞれがれっきとした価値を持つ声たちによ

る真のポリフォニーこそが､ドストエフスキーの小

説の本質的な特徴なのである｣(バフチン 15)とド

ス トエフスキーの作品を分析している｡それに対し､

『高慢と偏見』ではたしかに対話が頻繁に用いられ

るという点では､戯曲的な作品ではあるけれども､

ポリフォニーの概念が示すような､全く価値観や立

場の違う声が響き交わすような作品ではない｡ある

コモンセンスを共有した､コミュニティでの成員間

のコミュニケーションの様子が秀抜に描かれてい

る｡

6.イスラム革命と女性の抑圧について

パフラヴィ-王朝の西洋化政策である白色革命

に対抗して､イスラム革命が起こったという事情か

ら､イラン人のアイデンティティを主張するために､

イスラム共和制下では伝統文化が強調されている｡

その一番の争点となるのが､ベール着用問題である｡

｢1936年のレザー･シヤーによるヴェール着用禁止

令は近代化の象徴として物議を醸す一方で､聖職者

の力の失墜を示す有力なサインとなった｣(158)ので､

聖職者が権力を握ったときふたたびベールが強制

されたのである｡

それ以外にも､女性の結婚年齢が 18才から9才

に引き下げられたこと､1人の男性が 4人の女性を

妻にできることなど､女性の権利をどう認めるかと

いうことが､西洋文化とイスラム文化の違いの争点

となったことは女性にとって悲劇的なことである｡

なぜ宗教が政治の前面に出てくると､女性抑圧的に

なるのかというと､おそらく家父長制が優勢な時代

に成立した宗教には､その時代の家父長的な女性観

が色濃く反映されているからであろう｡

同じような例として､アイルランド共和国 (1949

年独立)の場合が考えられるが､カ トリックという

民族的な宗教的アイデンティティを基盤にプロテ

スタント国イギリスから独立したために､女性の地

位の相対的低下を招いた｡それはカ トリックの宗教

的信条から来る避妊､中絶､離婚の禁止に現れてい

る｡そこで､アイルランド女性の場合は､カ トリッ

ク伝来以前の､ケル ト民族としての女性観を復活さ

せようとした｡沈黙して語らなかった､母として生

きた女性に声を与えようとする第二のケル ト的文

芸復興によって､女性のエンパワーメントを図って

いる｡ここでも､文学や文化がアイデンティティの

形成に大きな役割を果たした｡また､EU の加盟国

であることから､女性の地位の向上がEU諸国と横

並びになる政策が求められ改善が図られている｡(大

野 188-248)

ナフィーシーがイランを去ってから､女性たちの

状況はどのように変化したのだろうか｡女性たちは

ベールを着用しつつ､社会進出を遂げているという

イランの紹介記事も見受けられる｡1997年の大統領

選挙では女性の投票率は9割に達し､女性の識字率

は1976年には約35パーセントだったが､2003年に

は 80パーセントを超えるほどになっている｡女性

の大学･大学院進学率も大きく上昇し､男女の分離

政策の結果として､女性専用の公的空間が整備され

たので､女性の専門職が増え､大学の教員も4人に

1人は女性であるということだ｡(中西 b) しかし､

依然として､ナフィーシーが抵抗した抑圧的な状況

は多かれ少なかれ存在するようだ｡

まとめ

『テ-ランでロリータを読む』は､英米の文学作

品をイランの革命の現実に当てはめて､どう解釈し

ていくことができるか示し､あたかも壮大な文学の

講義を聞いているような印象を与える作品である｡

イラン･イスラム革命が進行していく様子を､文学
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作品によって比愉的に､あるいは引用を交え臨場感

あふれる言葉で語り､また､回想録をフィクション

化することによって､読者の感情移入と共感を誘 う

ことに成功している｡イスラム革命での権力闘争と､

危険分子の粛清が進行する残酷な日常､革命の混乱

に乗じたイラン･イラク戦争の爆撃の恐怖､ホメイ

ニの人権を無視した独裁的なスローガンなど､想像

を絶する危機的な状況があざやかに描かれている｡

しかし､イランの現実を英米文学からの引用と比

除によって語るというのは､文化的な齢酷を生じる

恐れがある｡また､革命に至るまでの歴史的事実に

関しては､空白の部分も多く､イランの現在の混迷

を引き起こす要因となった歴史の全体像を提示 し

ていないということはいえるので､そのような限界

を持った資料として距離を置いて読む必要がある｡

ともあれ､危機的な状況の中で､時には裁判やダン

スというアクティビティを取り入れた､文学のダイ

ナミックな教え方は印象的であった｡
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注

1 テキス トとしては､AzarNafisi,ReadingLolitain

Tehran(RandomHouse,2003)と日本語の翻訳､市川恵

理訳､『テ-ランでロリータを読む』(白水社､2006)

を使用した｡英文の引用には原著のページ数､日本

語の引用には､翻訳からのページ数を記した｡

2 大阪外国語大学外国語学部中東地域文化専攻

藤元優子教授にご教示をいただいた｡
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Appendix:

作品中に登場する作品と作家名

イギリス文学

題名

1)ミス･プロウディの青春

2)1984年

3)高慢と偏見

4)ロイタリング クイズ インテント

5)ナ-シッサス号の黒人

6)ユリシーズ

7)チャタレ-夫人の恋人
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作者

スパーク

ウェルズ

オーステイン

スパーク

コンラッド

ジョイス

ロレン/ス



ナラティブの持っ力 -ReadingLolitainTehranを読んで

8)マンスフィール ド･パーク オーステイン

9)ハワ-ズ ･エンド フォスター

10)眺めのいい部屋 フォスター

ll)虚栄の市 サッカレー

12)ロデ リック ･ランダムの冒険 スモレット

13)オリエン ト急行の殺人

14)分別と多感

15)嵐が丘

16)大いなる遺産

17) トム ･ジョーンズ

18)クラリッサ

19)ジェイン ･エア

20)四つの四重奏曲

21)小説の発生

22)不思議の国のアリス

23)ェマ

24)チャイル ド･ハロル ドの巡礼

25)老水夫行

26)説き伏せ られて

27)バイロン卿-の手紙

28)ファニー ･ヒル

クリスティ

オーステイン

エミリー ･ブロンテ

ディケンズ

フィールディング

リチャー ドソン

シャーロット･ブロンテ

T.S.エリオット

イアン ･ワット

キャロル

オーステイン

バイロン

コール リッジ

オーステイン

オーデン

クレラン ド

アメリカ文学

1)ロリータ

2)デイジー ･ミラー

3)学生部長の12月

4)青白い炎

5)断頭台-の招待

6)セバスチャン ･ナイ トの真実の生涯

7)ベンドシニスター

8)ア-ダ

9)プニン

10)道化師たちを見よ

ll)記憶よ語れ

12)ハックルベ リーフィンの冒険

13)グレー ト･ギャツビー

14)武器よさらば

15)ハ-ツオグ

16)プロレタリア芸術-向けて

17)夜はや さし

18)白鯨

19)緋文字

20)罪の許 し

21) トレン ト最後の事件

22)アメリカ人

23)フンボル トの贈 り物

24)雨の王-ンダソン

25)賜物

26)アメリカの飢え

27)ロシア文学講義

28)真珠

29) ワシントンスクエア

30)悲劇の美神

31)使者たち

32) レペ ッカ

33)風と共に去 りぬ

34)現代心理小説

ナボコフ

スタインベック

ジェイムズ

ジェイムズ

ジェイムズ

デュ ･モーリア

ミッチェル

エデル

35)棄てられたウェザオールおばあちゃん アン･ポーター

36)ェミリーに菩夜を フォークナ-

37)長いお別れ チャンドラー

38)文化 と帝国主義 サイ- ド

39)僕の恥ずかしがり屋の喬蕨- カミングズ

40)モア ･ダイ ･オブ ･ハー トブレイク ベロウ

イラン文学

1)千夜一夜物語

2)ベルシア古典文学

ヨーロッパ文学

1)ボヴァリー夫人

2) 80日間世界一周

3)悪の華

ナボコフ 4)

ジェイムズ 5)

ベロウ 6)

ナボコフ 7)

ナボコフ 8)

ナボコフ 9)

ナボコフ 10)

ナボコフ 11)

ナボコフ 12)

ナボコフ 13)

ナボコフ 14)

トウェイン

フイツツジェラル ド

- ミングウェイ

ベロウ

ゴール ド

フイツツジェラル ド

メルヴィル

ホーソン/

フイツツジェラル ド

ベン トリー

ジェイムズ

ベロウ

ベロウ

ナボコフ

リチャー ド･ライ ト

家族､私有財産および国家の起源

ブリュメール 18日

母

ボルシェビキ小史

リルケ詩集

巨匠とマルガリータ

モンテ ･クリス ト伯

スマイリーと仲間達

コンティネンタル ･オブ

人形の蒙

静かなる ドン

上記以外の作家､詩人､思想家

1)ウルフ

2)ナイポール

3)ポー

4)ホイットマン

5)デ リダ

6)バル ト

7)ハインリヒ ･ベル

8) ドロシー ･セイヤーズ

9)ロス ･マク ドナル ド

フローベ-ノレ

ベルヌ

ボー ドレール

エンゲルス

ルイ ･ボナパル ト

ゴー リキー

スター リン

リルケ

ブルガ-コフ
一一一､､
7~ユマ

ル ･カレ

ハメット

イプセン

ショーロホフ
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